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島高だより 
平成 30 年 1 月号 
（通巻第 142 号） 

長崎県立島原高等学校 
編集：研修広報部 

 

     

 

校長室  

校 長 渡邉 孝経 

「動く轆轤に動かざる芯」この言葉は校長室に入って正面の壁に色紙が掲げてあ

るが、薩摩焼の陶工第１４代 沈 壽官 先生が本校で講演をされた時に書いてい

ただいたものである。 

 今の世の中は時代の変化の只中にあり、未来の予測が困難な時代と言われている。

教育現場でも学習指導要領の改訂をはじめとして、様々な改革が行われようとして

いる。今回の改革は戦後最大規模の改革であるといわれており、グローバル化の進

展やＡＩをはじめとする科学技術の進化といった、大きな社会変化が背景にある。 

 本校においてもどのようにこの改革に向き合っていくかが課題である。そのよう

な時、「動く轆轤に動かざる芯」という言葉が心にしみる。日本中の高校が改革に

よって激しく動こうとしている。確かに変わらなければならないことがたくさんあ

る。 

 この改革の中にあって、島高の人間教育の芯、つまり１１８年の伝統により磨か

れてきた「島高魂」と島高で学ぶ者の精神の根幹となる伝統の「質実剛健」、「学

究的で礼節を尊ぶ」気風は、これからも鍛えながら育て続けていきたい。このこと

こそが島高生の精神の基盤であり、このことばの意味であると思っている。 
 

◆生徒感想より  
 

・映像を見て、改めて戦争は恐ろしいものだと思いました。

原爆だけでなく「無差別攻撃」「ホロコースト」といった

言葉がこの世界に生まれてしまったこと自体が間違ってい

るのだと思います。今回の学習で、自分たちにとって「当

たり前」になっている平和がとても貴重なものなのだと再

認識しました。 

・特攻隊の人の手紙には「命を国のために使うことができ

て幸せだ」とありましたが、その家族はどんな気持ちだっ

たのだろう、と心がひどく痛みました。 

・今までの平和学習では、専ら日本側の視点からしか学ん

できませんでしたが、今回の映像でアメリカ人の兵士も、

大戦時に嫌な思いをしていたことが分かりました。戦争は

本当に人を苦しめるだけのものだと強く感じました。 

・最近テレビで、憲法の改正や様々な法案に関する話をた

くさん聞きます。ほんの数十年前にこんな出来事があった

のなら、決して今の自分たちにとっても他人事ではないの

だということがわかりました。 

８月９日（日）、被爆県・長崎県民の一人として、被害に遭われた方々を追悼し、

平和の意味を真摯に考え直すことを目的に、平和学習を実施しました。 

 前半では、第二次世界大戦での市民への無差別爆撃の様子や、原子爆弾で焼け野原

となった広島・長崎の映像を見て、平和の尊さについて考えました。 

 後半は生徒会の代表生徒が「島高平和宣言」を読み上げ、原爆が投下された１１時

２分に、犠牲者の方々を悼み、全員で黙祷を捧げました。 
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「動く轆轤
ろ く ろ

に動かざる芯」 
 

剣 道 部     （ 

平成 29 年度全国高等学校選抜剣道大会長崎県予選 

 女子団体 優勝  ※全国選抜大会出場決定 

 最優秀選手 松田美結女 

 優秀選手  児島 那歩 

男子団体 準優勝 ※全国選抜大会出場決定 

 優秀選手  黒川 雄大 

ソフトテニス部 

第 47 回 杯争奪 2018 
シングルスの部 優勝 山外 輝 ※全国大会出場決定 

◆剣道 

：黒川 大樹  鶴浜 貴志  藤野 聖那  松﨑賢士郎  

：藤崎 薫子 竹中 美帆 杉本 唯子 大園 望夏 堤  

少年男女支援コーチ：渡邉  孝経 教頭先生 少年女子コーチ：荒木 雅義 先生 
 
◆レスリング  

：濵本 大徳 喜多 豊和 金子 功誠 金子 将大 大津 拓馬  

◆剣道 

：黒川 大樹  鶴浜 貴志  藤野 聖那  松﨑賢士郎  
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◆レスリング  

■10 月 9 日（木）３年生激励会  

大学入試センター試験まで、残り 100 日を切りました。刻々と時間が過ぎる中、３年生は

必死に受験勉強に励んでいます。また、一足早く推薦入試やＡＯ入試を受験している生徒も

おり、各々が進路実現に向けて正念場を迎えています。 

会では異動した先生方からのビデオメッセージが流れた後、1・2 年生から応援メッセー

ジの色紙が、PTA からしおりと千羽鶴が手渡され、長丁場となる受験期を乗り切ってほしい、

という全体の思いを届けました。 

■10 月 13 日（火）～23 日（金） 

第１回夜間学習会  

３年生を対象に夜間学習会を実施し

ています。第 1 回は 119 人が参加しまし

た。 

19:00～22:00 まで自学場所を提供し、

可能な限り添削指導・質問に対応してい

ます。なお、第 2 回は 12 月中旬に実施

予定です（行事予定参照）。 

 
 
 

   
 

70 回生 205 名が、１月 13・14 日に実施された『大学入試センター試験』を長崎大学で受

験してきました。 

前日に行われた出陣式では、田浦ＰＴＡ会長様、校長先生から激励の言葉をいただきました。

また、出発の際は、ＰＴＡの皆さんや１・２年生に盛大に見送っていただき、勇気づけられま

した。本当にありがとうございました。 

現在は、センター試験の受験も無事に終わり、各自が次の目標へ向かって準備をしていると

ころです。これからまだ受験は続きますが、いろいろな方々から応援してもらっているという

ことを胸に、最後まで頑張ってくれることと思います。これからも 70 回生の応援をよろしく

お願いします。 

 

３学年主任 小森  貴 

２学年進路指導部 

今後の日程  
■国公立大学前期日程試験 
  ２／25（日）～ 
■前期日程試験合格発表 
  ３／1（木）～ 
■公立大学中期日程試験 
 ３／8（木） 
■国公立大学後期日程試験 
 ３／12（日） 
■中期・後期日程試験合格発表 
 ３／20（火）～ 

3 日（土）土曜講座（1・3 年） 
          進研マーク模試（2 年～4 日） 
 6 日（火）推薦入学者選抜検査  
      1・2 年：自宅学習 
      3 年：3 時間目まで短縮授業 
 7 日（水）ＰＴＡ評議員会・専門委員会 
10 日（土）土曜講座（全学年） 
14 日（水）雲仙 100 年の森卒業記念植樹 
15 日（木）学年末考査時間割発表 
     部活動休止（～26 日） 
 

17 日（土） 土曜講座（全学年） 
       小論文模試（2 年） 
22 日（木） 学年末考査（1・2 年～27 日） 
23 日（金） 特別編成授業終了（3 年） 

卒業研究発表会（3 年） 
卒業式式場設営・大掃除 

25 日（日）～国公立大学前期日程試験
28 日（火）  
       同窓会入会式 
3/1 第 70 回卒業証書授与式 

１月７日（日）～１月８日（月）に本校を会場として
２年生の中地区学習交流会が開催されました。諫早高校、
大村高校、西陵高校、口加高校、五島高校、上五島高校、
対馬高校、そして島原高校から難関大学合格を目指す総
勢 124 名が集い、国語･英語･数学の講義を受けました。
１日目の最後には 10 名程度の班に分かれて交流会も行
われ、それぞれの学校生活について情報交換をし、将来
の夢について語り合いました。生徒の感想に「他校の生
徒から刺激を受けることができ、とても実りの多いもの
になった。」「他校生徒との交流で学んだ学習方法をこれからの学習にしっかり生かせ
るようにしようと思った。」「他校生徒の意識の高さを痛感した。受験ではこのような
人たちと競わなければならないので、学習内容を見直し、工夫した上で学習量を増やさ
なければならないと思った。」などの言葉があり、普段はできない貴重な経験をして良
い刺激となったことが窺えます。この学習会は来年度、大村高校で開催される予定です。 

交流会の様子 

バレー 

ラグビー部     （ 

平成 29 年度長崎県高等学校新人 

体育大会 

ラグビーフットボール競技（10 人制） 

 優勝 ※九州大会出場決定 
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 現在、私たち生徒会は、生徒会誌「楓」発行に向けた準備

の最終段階に入っています。二学期後半から動き出し、特に

力を入れたのは、生徒会企画の内容です。毎年恒例の「楓辞

苑」は昨年よりパワーアップし、「島原半島図鑑」や「まい

にち、島高！」などの新たな企画に挑戦しました。みんなで

一生懸命考え、納得のいく案を形にしていくことはとても達

成感がありました。詳しい企画の内容は、ぜひ本誌でご確認

ください。生徒会誌「楓」は二月末に発行予定です。少しで

も多くの方に楽しんで頂ければ幸いです。 

 

                                       
 

 

理数科１年担当 寺井 邦久 

「楓」編集長 長野 沙樹 （２―４） 

      

 

1 月 22 日（月）・23 日（火）に、「平成 29 年度遠隔 

教育サミット in 長崎」が開催され、22 日（月）は本校 

を、23 日（火）はホテル南風楼を主会場として、講演や 

公開授業等が行われました。 

 長崎県は、文部科学省の「多様な学習を支援する高等 

学校推進事業」を受託し、ICT（情報通信技術）等を活用 

した遠隔教育の調査研究に取り組んでいます。本校は、平成 27 年度から県教育委

員会の研究指定を受け、遠隔教育システムを使用した「論理コミュニケーション」

を受講しています。 

今回の公開授業では、「島原の地域活性化」をテーマに、各自が作成した「文

章の設計図」をもとに意見発表を行いました。通常は三重県にある日本論理コミ

ュニケーション技術振興センターから授業を配信していただいていますが、今回

の授業は、横浜市にある慶應義塾大学日吉キャンパスからの配信となりました。

講師の齋田有里先生だけでなく、慶応義塾大学の梅嶋真樹准教授も一緒に授業を

担当してくださいました。梅嶋准教授の発表内容の根拠を求める鋭い質問にも、

２年４組の生徒たちは落ち着いてしっかりと答えていました。参加された他県の

先生方からも、島高生の礼儀作法を含めた様々な面でのすばらしさについてお褒

めの言葉をいただきました。 

本校での日程終了後、会場をホテル南風楼に移して、情報交換会が行われまし

た。開会に先立ち、放送部が作成した学校紹介ビデオと合唱部の歌が披露されま

した。「島原の子守歌」と司馬遼太郎さんが作詞された「決意」の２曲で、生徒

たちの歌声がその歌詞と共に心に染みわたり、感動的なステージとなりました。 

当日講演をされた文部科学省初等中等教育局企画課教育制度改革室の田中義恭

室長は、ご自分も合唱をなさっていた経験をお持ちで、本校生の歌声をとてもほ

めてくださいました。遠方から公共交通機関を乗り継いで、はるばる島原までお

出でいただいた他県の先生方でしたが、心の中に温かいものを持って帰っていた

だけたのではないかと思います。 
 

 

１月 30 日（火）、第 40 回校内マラソン大会
を実施しました。 
寒空の中、島原市営陸上競技場外周を男子は

８㎞、女子は５㎞走りました。 

このマラソン大会に向けて、12 月から体育の授業で練習をしてきました。生徒はアッ
プダウンの激しいコースに苦しい表情を見せながらも、懸命にゴールを目指し、練習の
成果を充分発揮してくれました。マラソンはよく人生に例えられますが、苦しい時にも
辛抱して足を交わしていくと、いつの間にかゴールが近くなり、苦しみ（困難）も終わ
ってしまう。そんな疑似体験ができたマラソン大会になったのではないでしょうか。今
後の人生に活かしてくれるものと期待しています。  

 

教頭 小川 由香 

ゴール後は学校に戻り、ＰＴＡの保護者の方々が前日

から準備を始めてくださった温かい豚汁を頂きました。

具だくさんでとっても美味しく、疲れた体を癒すことが

できました。 
炊き出しにご協力いただいた保護者の皆様、本当にあ

りがとうございました。 

第 40 回校内マラソン大会上位入賞者 

【１学年・男子の部】【１学年・女子の部】  

１位 松尾 玲玖  １位 増田 七海  

２位 吉田 侑嗣  ２位 中村 奈央  

３位 喜多 涼真  ３位 永吉 涼夏  

【２学年・男子の部】【２学年・女子の部】  

１位 堀川 歩武  １位 植木 美和  

２位 鹿島  宙  ２位 岩永 遥佳  

３位 黒川 雄大  ３位 森瀬 詩乃  

 

2018 年 1 月 18 日（木）の 6・7 時間目を利用して「地

学講座」の研究発表会を行った。生徒は自分の家がある周

辺に新たなジオサイトを開拓して、パワーポイントを使っ

てプレゼンテーションをした。雲仙市、島原市、南島原市

のメンバーが均等に入るようにクラスを 10 班に分け、そ

れぞれが地元自慢を競った。深江扇状地を紹介した内容に

は、兄のドローンで撮影してもらったという広大な深江扇

状地の空撮も紹介され、驚きの声が上がっていた。生徒は

郷土のすばらしさに改めて気づいたようだ。この活動を通

して島原半島ユネスコ世界ジオパークを自分たちの手で普

及していこうという意気込みを感じた。 

体育科主任 稲本 康弘 


